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静岡県支部だより静岡県支部だより刷新第 1号

⑴ 令和6年4月1日 刷新第 1 号 令和6年4月1日 立正大学同窓会静岡県支部だより 刷新第 1 号 ⑷

立正大学同窓会
第34回　同窓会静岡県支部総会開催のご案内

　本年も下記の通り総会を開催いたし
ますので、皆さんのご出席をお待ちし
ています。

記
総会
開催日　令和６年６月１５日㈯
●受　付　１５：３０
●開　会　１６：００
●講　演　１７：００
●懇親会　１８：３０
　　　　（終了予定２０：３０）
　場　所　静岡市葵区昭和町1-8
　　　　　TEL.054-273-8844
　　　　　GRILL　炙之介
　会　費　６,０００円
（当日会場受付にてお願いします）
※総会、懇親会の出欠席の連絡は同封
の会費振込用紙にご記入ください。

立
正
大
学
同
窓
会

　
静
岡
県
支
部
だ
よ
り

　
　
　
　
　
刷
新
第
1
号

　
令
和
6
年
4
月
1
日　
発
行

事
務
局

　
静
岡
県
三
島
市
芝
本
町
1
―
7

　
川
村
歓
亮

　
☎
0
5
5
―
9
7
5
―
1
8
8
3

印
　
刷　
フ
ジ
印
刷
有
限
会
社

　
静
岡
県
富
士
宮
市
三
園
平
7
5
2

　
☎
0
5
4
4
―
2
3
―
3
0
4
0

あ
　
と
　
が
　
き

　

今
年
よ
り
会
報
を
刷
新
し

「
第
１
号
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
総
会
や
講
演
会
の

様
子
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

近
況
等
を
掲
載
し
、
活
性
が
上

が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

近
況
等
に
つ
い
て
は
振
込
用
紙

の
通
信
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
3
年
ぶ
り
に
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
20

代
の
方
が
多
く
出
席
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
（
学
生
時
代
佐
多

先
生
の
ゼ
ミ
の
方
）
静
岡
県
支

部
の
会
員
数
は
２
５
０
０
人
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
総
会
の
参

加
者
は
写
真
の
と
お
り
。
そ
の

う
ち
の
何
人
か
は
事
務
局
で

す
・
・
・

　
今
年
は
各
年
代
と
も
多
く
方

が
出
席
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
立
正
大
学
同
窓
会
静
岡
県
支

部
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
御
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
吉
塚
前
会
長
よ
り
同

窓
会
静
岡
支
部
長
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
、
伊
豆
市
實
成
寺
の
住

職
田
中
智
海
と
申
し
ま
す
。私
は
、

千
葉
で
生
ま
れ
、
鎌
倉
で
修
行

を
し
て
、
25
歳
の
時
突
然
伊
豆

に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
日
蓮
大
聖
人
伊
豆
法

難
の
霊
跡
寺
院
で
あ
り
ま
す「
蓮

慶
寺
」
へ
、
以
来
、
四
十
年
余
り
、

静
岡
県
人
と
し
て
生
活
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
吉
塚
前
会

長
と
は
大
学
同
期
で
、
大
荒
行

初
行
も
一
緒
、
更
に
お
互
い
に

日
蓮
宗
の
由
緒
寺
院
、
い
わ
ゆ

る
本
山
の
住
職
を
務
め
て
い
る

こ
と
な
ど
、
共
通
点
も
多
く
、

親
し
く
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
吉
塚
前
会
長
に
倣
い
、

会
発
展
と
、
会
員
相
互
の
親
睦

の
た
め
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
能
登
半
島
震
災
か
ら

始
ま
っ
た
令
和
六
年
で
す
が
、

世
界
規
模
で
見
て
も
、
今
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
然
災
害
の
頻
発
、
ロ
シ
ア
や
中

東
で
は
変
わ
ら
ず
の
戦
闘
状
態

が
続
き
、
穏
や
か
な
年
を
迎
え
て
、

と
は
言
い
が
た
い
世
界
の
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
立
正
」
の
下
に
は
必
ず
「
安

国
」
が
付
く
の
が
日
蓮
大
聖
人

の
御
精
神
を
引
き
継
ぐ
「
立
正

大
学
」
の
精
神
で
す
。
大
聖
人

の
時
代
で
の
「
国
」
は
、
今
で

言
え
ば
世
界
、と
い
え
ま
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
現
在
で
は
、
国
や

地
域
を
超
え
て
「
立
正
」
精
神

を
伝
え
「
安
世
界
」
を
究
極
の

目
標
と
定
め
、
他
方
、
日
常
生

活
に
お
い
て
は
法
華
経
精
神
に

基
く
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
か
ら

始
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

合
掌

１
、
会
費
納
入
の
お
願
い

　
郵
送
費
等
諸
経
費
が
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。
同
封
の
振
込
用

紙
に
て
会
費
の
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

２
、
住
所
等
会
員
デ
ー
タ
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合

　
振
込
用
紙
通
信
欄
に
記
載
し

て
下
さ
い
。
ま
た
は
、
大
学
校

友
会
H
P
か
ら
も
変
更
で
き
ま

す
。

■
演
題

〈
好
き
〉か
ら
始
ま
る
社
会
学
：

　
　
健
美
と
い
う〈
表
現
す
る
性
〉■プロフィール

　1995年法政大学大学院博士後期課程修了（博士・
社会学）。
2019年より立正大学文学部社会学科教授。
　専門はアメリカ社会学史・社会学理論で、家族とパー
トナーシップの日米比較研究が主な研究フィールド。
　法政大学社会学部の同級生が「愛は勝つ」のKAN。
授業では、彼が結婚式で「永遠」を歌ってくれたことを永
遠に自慢話にしている。

立
正
大
学
教
授

　
鈴
木
健
之
　
先
生

事
務
局
か
ら
の
お
願
い
！

講
　
演

立正大学同窓会
静岡県支部長

田中智海

ご
挨
拶
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3
年
ぶ
り
に
総
会
、
講
演
会
を
開
催

3
年
ぶ
り
に
総
会
、
講
演
会
を
開
催

　
毎
年
開
催
し
て
い
た
総
会
で

し
た
が
、
令
和
２
年
か
ら
３
年

間
開
催
を
中
止
し
、
昨
年
よ
り

再
開
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
校
歌
斉
唱
、
活
動

報
告
と
活
動
計
画
、
予
算
決
算

の
報
告
。
4
年
任
期
の
役
員
改

選
に
伴
い
新
役
員
の
承
認
。
大

学
か
ら
１
５
０
周
年
記
念
事
業

担
当　
栗
田
美
千
也
部
長
か
ら

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
は
、
令
和
2

年
に
依
頼
さ
せ
て
頂
い
て
い
た

佐
多
芳
彦
先
生
に
、
よ
う
や
く

ご
講
演
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
は
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
風
俗
考

証
を
監
修
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

打
ち
合
わ
せ
の
様
子
や
、
現
代

に
合
わ
せ
て
い
く
難
し
さ
に
つ

い
て
ご
講
演
さ
れ
、
多
く
の
質

問
に
も
お
答
え
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
の
90
分
で
し
た
。

　
そ
の
後
記
念
撮
影
。
懇
親
会

で
は
近
況
や
学
生
時
代
の
話
し

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
の
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
同
窓
生
は
多
く
、

昨
年
の
全
国
総
会
で
紹
介
さ
れ

た
方
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
デ
ザ

イ
ン
の
ブ
リ

キ
の
入
れ
物
、

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
七
味
唐
辛
子
製
造

販
売
の
「
八
幡
屋
磯
五
郎
」
さ

ん
で
す
。

　
株
式
会
社
八
幡
屋
礒
五
郎

（
や
わ
た
や
い
そ
ご
ろ
う
）　
創

業
1
7
3
6
年
【
元
文
元
年
】

長
野
県
長
野
市
に
あ
る
創
業
元

文
元
年
（
1
7
3
6
年
）
の
老

舗
で
、
現
在
9
代
目
の
社
長
で

あ
る
室
賀
豊
さ
ん
は
文
学
部
の

卒
業
（
1
9
6
1
生
）
で
す
。

家
族
で
手
作
業
の
店
を
斬
新
か

つ
柔
軟
な
発
想
で
、
家
業
か
ら

企
業
へ
と
押
し
上
げ
た
こ
と
で

多
く
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
テ
レ

ビ
に
も
ご
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
七
味
唐
辛
子
の
開
発

（
例
え
ば
カ
レ
ー
に
合
う
よ
う

ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
を
調
合
し
た
商

品
の
開
発
）
革
新
的
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

七
味
素
材
に
由
来
す
る
成
分
を

配
合
し
た
コ
ス
メ
や
ス
イ
ー
ツ

の
製
造
販
売
や
、
善
光
寺
門
前

に
カ
フ
ェ
を
開
設
す
る
な
ど
、

伝
統
や
過
去
の
枠
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
新
し
い
発
想
で
業
績

を
伸
ば
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
商
品
を
見
か
け
た
際
に
は
お

求
め
い
た
だ
き
、
長
野
旅
行
の

お
り
に
は
善
光
寺
門
前
の
カ

フ
ェ
に
も
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
静
岡
県
支
部
会
員
の

近
況
等
も
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

円

円

円

上記の通り決算報告致します。

上記監査の結果、相違ないことを認めます。

自　令和　４年　４月　１日

至　令和　５年　３月３１日

収　 　入 1,805,113

支　 　出 413,949

備　　考

1 本部助成金 164,998 171,240 6,242 本部より

差引残額 1,391,164 次年度へ繰り越し

【収入】

（単位：円）

項　　目 ４年度予算 ４年度決算 増　減（△）

3 支部年会費 150,000 131,000 △ 19,000 支部会員　131名×1,000円

2 本部総会補助 100,000 100,000 0 本部より総会開催補助金等

5 雑収入 92,140 11 △ 92,129 貯金利息

4 総会懇親会会費 150,000 0 △ 150,000

合計 2,060,000 1,805,113 △ 254,887

6 繰越金 1,402,862 1,402,862 0

1 事務費 10,000 0 △ 10,000

【支出】

（単位：円）

項　　目 ４年度予算 ４年度決算 増　減（△） 備　　考

3 通信費 250,000 197,947 △ 52,053 案内状発送料等

2 会議費 100,000 48,000 △ 52,000 役員会5/30・2/17

5 印刷費 200,000 141,042 △ 58,958 封筒、案内状等

4 総会費 500,000 0 △ 500,000

7 予備費 960,000 0 △ 960,000

6 雑費 40,000 26,960 △ 13,040 振替手数料・郵送手数料等

令和　５年　４月　１日 会長　吉塚敬一　印

会計　川上歓勝　印

令和　５年　５月１８日 監査　若月秀仁　印

監査　瓜島洋明　印

合計 2,060,000 413,949 △ 1,646,051

令和4年度決算報告

同
窓
会
に
つ
い
て

同窓生の紹介同窓生の紹介

室
賀
　
豊
さ
ん

（
文
学
部
卒
業
）

（
や
わ
た
や
い
そ
ご
ろ
う
）

訃
　
報

　
令
和
６
年
３
月
23
日　
初
代
会
長
伊

藤
通
明
様
（
百
歳
）
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
ご
生
前
の
ご
功
績
に
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

初
代
会
長

伊
藤
通
明
様
（
百
歳
）

　
同
窓
会
は
全
国
的
な
組
織
で
、

1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
12
月

に
立
正
大
学
同
窓
会
連
合
が
発

足
し
ま
し
た
。
1
9
6
6
（
昭

和
41
）
年
に
理
事
会
会
則
を
明

文
化
し
、
翌
1
9
6
7
（
昭
和

42
）
年
に
会
則
を
制
定
し
、
現

在
の
「
立
正
大
学
同
窓
会
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。（
校
友
会
H
P

同
窓
会
よ
り
抜
粋
）

　
静
岡
県
支
部
は
昭

和
63
年
伊
藤
通
明
氏

（
1
9
4
6
卒
）
を
初

代
会
長
と
し
て
発
足

し
現
在
に
至
り
ま
す
。

県
内
卒
業
生
は

2
5
0
0
人
を
超
え

て
い
て
、
全
都
道
府

県
支
部
の
中
で
8
番

目
の
多
さ
で
す
。

　
毎
年
6
月
に
静
岡

市
内
で
総
会
を
開
催

し
、大
学
か
ら
歴
史
、地
球
環
境
、

心
理
学
等
各
分
野
の
教
授
を
招

き
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
懇
親
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
活
動
の
た
め
に
も
20

代
30
代
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　令和5年6月24日（土）に開催された第33回立正
大学静岡県同窓会総会において 令和4年度決算が承
認されましたので、左記のとおり報告いたします。
　令和5年度の決算報告は令和6年の総会で承認さ
れる為、来年の会報に掲載させていただきます。

(校友会HPより)

令
和
4
年
度
決
算
報
告


